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FA・社会ソリューション フードバリューチェーン

モノづくり産業の生産性向上と 
社会生活の質向上に貢献します。
環境面における「カーボンニュートラルなモノづくり」、安心面における「人の可能性を広げる

社会構築」を事業の理念に掲げ、お客様の困りごとに真摯に向き合い、お客様にとってのベスト

な解決策となるソリューションを提供することで、産業・社会の発展に幅広く貢献していきます。

技術と発想で新たな価値を提供し、 
すべての人が安心・安全に暮らせる社会に貢献します。
人々の暮らしに欠かせない食において、パートナーと共にフードバリューチェーン全体を見据え、

「いつでも・どこでも・誰でも・いつまでも」食の安心・安全を届けるソリューションを世界のあ

らゆる地域に提供していきます。

製造現場で徹底的に 
磨き上げてきた生産財

70年以上にわたる 
高度モノづくりのノウハウ

デンソーが開発したQRコード®を用いた 
社会ソリューション

自動車部品生産ラインで磨き上げてきた高品
質・高耐久な設備と、ロボットやセンサなどコア
なFA機器を用いて、機器単体から工程・モ
ジュール単位へと領域を広げながら、産業・社
会の生産性向上に貢献します。

フレキシブルでムダのないモノづくりのノウハ
ウと自動化技術（リーン・オートメーション）を
用いて、労働力不足・カーボンニュートラル・
DXといった製造業が直面する深刻な課題を解
決します。

1994年の特許申請・登録から30年を迎える
QRコード®。長年の読み取り技術とコードに関
する知見を活用し、外部のアイデアも取り入れ
ながら、新たな領域・用途に向けた価値を創出
します。

事業の強み

担い手不足や気候変動に対し 
安定的に栽培できる施設園芸ハウス

ドライバー不足や配送多様化に対応した 
小型モバイル冷凍・冷蔵機

変化する食流通ニーズに呼応した 
新たな流通DXソリューション

クルマで培ったモノづくり技術と農業生産との
融合で、農作物を安定して栽培できる環境を空
調技術で支えます。また、あらゆる人が働きや
すい環境になるように自動化技術を導入し、生
産性が高く、持続的に成長できる施設園芸ソ
リューションをグローバルに提供します。

クルマで培った熱制御技術を活用し、従来の車
載用冷凍機を小型軽量化。バッテリー駆動で持
ち運び可能にした小型モバイル冷凍・冷蔵機
で、一般ドライバーや乗用車による柔軟で多様
な小口配送を実現。エンジンやドライアイスを
使わずCO2排出量を低減します。

製造現場で培ったQRコード®・RFID技術を活
用した多様な食品情報のデジタル化で、消費者
の安心・安全ニーズに応え、生産から販売まで
の食流通情報の見える化、および、流通の需給
最適化や在庫適正化につながる一気通貫の食
流通プラットフォームを提供します。

事業の強み

FA事業推進部担当役員
海老原 次郎

フードバリューチェーン事業推進部
担当役員
横尾 英博

農場の工場化による食料の安定生産
世界的な就農人口の減少や気候変動などによる農業生産の不
安定化・食糧不足の課題に対し、当社はクルマのモノづくり技
術が活きる施設園芸分野で農
場を工場化し、いつでも・どこ
でも・誰でも安定生産ができる
農業の実現を目指します。具
体的には、最先端の施設園芸
技術を持つグループ会社であ
るオランダのセルトン社と連携
し、デンソーの自動化技術・環
境制御技術・DX技術などを組
み合わせた高効率な農業ハウ
スや、ミニトマトの自動収穫ロ
ボット「Artemy®」を通じた農
場の工場化を通じて社会課題
の解決に貢献していきます。

道の駅間や市場への定温物流による地産地消・輸送効率化
熊本県との包括連携協定を通じ、小型モバイル冷凍・冷蔵機を
活用した実証実験を進めています。道の駅での生鮮食品在庫不
足による機会損失・過剰在庫による廃棄や、生産者から市場間

の温度管理されていない集荷
配送による廃棄・非効率といっ
た課題を、鮮度維持された生
鮮食品の保管・施設間輸送・
流 通で解 決し、地 産 地 消と
フードロスの低減、および輸送
の効率化を促進します。

食流通情報の可視化による業務の効率化と産品ブランド向上
QRコード®を活用した食流通情報の可視化を通じ、食流通の合
理化および食の安心・安全に貢献します。青果流通において商
品と情報が集中する卸市場で、情報の見える化とデータ連携に
よる業務効率化を進めるとともに、このシステムを卸市場を中
心に生産者から小売まで広く普及させていきます。また、生産か
ら販売までのトレーサビリティを担保する産地認証システムで、
熊本県産あさりの産地偽装問
題解決に取り組んできました
が、国の事業に構想段階から
参画することで、他の水産資
源にも展開していきます。

房取りミニトマト全自動収穫ロボット
「Artemy®」

小型モバイル冷凍・冷蔵庫

IoT技術で産業・社会の持続的成長に貢献
デンソーは、スマートファクトリーを実現する日本発の国際標準
規格「ORiN」開発に参画し、製造業はもとより小売・農業・医療
といった多様な分野でのIoT普及を推進しています。その一環と
して、製造業のエネルギー消費効率化に貢献すべく、設備消費電
力を監視できるパッケージ
を開発し提供しています。
当パッケージは、既存の装
置、他社の機器に対する
容易な導入・運用を可能と
しており、今後、積極的に
拡販することで環境にやさ
しいモノづくりの普及に貢
献していきます。

QRコード®創造企業として産業・社会の課題解決に注力
デンソーは、誰もが安心して過ごせる社会づくりを目指し、QR
コード®を活用した様々なソリューションを提供しています。愛知
県刈谷市では児童の安全につながる登校管理システムの実証
実験を実施、広島県では働き方改革に資する自治体の職員動員
管理システムを提供。また、日照の変化にも対応できる専用の
QRコード®（tQR®）を開発することで都営地下鉄全線でのホー

ムドア導入に貢献、その後、
各地の鉄道事業者での採用
が進むなど、QRコード®創造
企業として、社会の安全性向
上の一翼を担っています。

健康・健全な
社会に貢献する食堂自動精算システム
様々な企業・団体が保有・運営する食堂。デンソーは、自動車産
業で培った現場重視へのこだわりに自動認識技術を組み合わ
せ、1998年から、喫食内容を食器への添付タグで記録し、精算
を社員証などのICカードで行う、高速性・信頼性・操作性に優れ
る喫食の自動精算システムを提供しています。そして、2024年
からクラウドを活用したシステムの提供を開始し、栄養素摂取情
報の提供による健康経営促進、喫食数予測やメニューのデジタ
ル表示・サンプル廃止による
フードロス低減など時代に合
わせたサービスを提供。食
堂事業者の効率的運営、利
用者の利便性を担保しつつ、
健康・健全な社会づくりに貢
献していきます。

工場のIoT化ソリューション

ホームドアシステム（tQR®）

食堂自動精算システム

事業を通じた社会課題解決 �事業を通じた社会課題解決 �

貢献するSDGs 貢献するSDGs

大・中規模向け農業ハウス

QRコード®での
産地情報読み取りイメージ

電力量 稼働状況

ホームドアの
開閉制御システム

新型QRコード「tQR®」

ICタグ

カフェテリア方式の
食堂には
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